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１）対象者 本研究メンバー7 名。 







D と E の移乗に対して、他のメン
バーが「安心感があった」「自然な
移乗であった」「無駄な力を感じな
かった」との評価をし、上位に順
位付けがなされた。そこで、その
2 名に対して、ビデオ撮影による
動作解析を行った。結果、D と E
の共通点は、発光マーカーを装着
していなかった関節裂隙の付近の高さに変動が少ないことが明らかになった。再度、関節
裂隙にも発光マーカーを装着した所、外果と関節裂隙を結んで出来る辺を「斜辺」とし、
関節裂隙から床面に対して直角に垂線を下ろした直角三角形の面積が、各動作においてあ
まり変化していないことがわかった。 
 
４．考察 
「生活支援技術」の教材研究として、トランスファー（移動の介助）に着目して研究を
進めてきたが、関節裂隙の高さが変化しない介護者の移乗が、介護を受ける側からは、「安
心感」や「自然な移乗」と感じる要因の一つであることが明らかになった。しかし、その
一方で本研究の本来の目的である、それを教材にどう取り込むのかは未解決である。また、
今回の予備試行や動作解析を通して、移乗開始直後の時期（引きつけ期）に不安感などを
感じることや、関節裂隙の高さ（つまり膝の位置）の変動が大きい方が恐怖感などを感じ
ることも明らかになったので、その点を仮説として、今後検証していく必要がある。 
 
